
 

ひとり親の孤⽴を防ぐため今後の展開は？

ファミリー・サポート・センター 会員になるには

家事⽀援やメンタルサポートも必要では？
産前産後サポートとして、育児サポートだけではなく

ひとりで抱え込むことが多い

WEB⾯談などでの対応もしてほしい！

仕事を休めなかったり⼩さい⼦がいるなど、⾯談場所にいくのも大変。
ファミリー・サポート・センターへの登録に

★横浜市では生後５か月になる前まで家事全般のサポートがあり、相模原市でも  

　家事支援をする事業が昨年から始まっている。海老名でも手厚いサポートを！

（回答）⼩さなお⼦さんや共働きの家庭への負担軽減を考え、土曜⽇の対応を
⾏っている。今後は利用者の利便性の向上を図るため、WEB会議システムなど
の利用についても研究していく。

（回答）産後うつの恐れがある点からメンタル⾯および健康⾯でのサポートの�
充実が第⼀。まずは「訪問型産後ケア」を充実していきたい。

★ファミリー・サポート・センターでは利用会員に比べて援助会員が少ないのも

　課題。今後、援助会員の方が増えていくように、これからの募集や周知を！

★SNSでの相談についても事務的な印象にならないよう

  心に寄り添うハートフルな対応を！

  1人でも多くの方が孤立しないような体制を！

（回答）LINEを活用した相談予約システムなどの実現に向けて取り組んでいる。
今後は予約だけではなく、相談についてもSNS等のやり取りで対応できるような
⽅向性を目指していきたい。

「ファミリー・サポート・センターは、育児の援助を受けたい⼈（利用会員）と育児の援助を⾏いたい⼈（援助
会員）が会員となり、育児について助けあう有料ボランティア制度です。利用会員からの依頼に応じて、ファミ
リー・サポート・センターのアドバイザーが援助会員をマッチングします。�
登録は、ファミリー・サポート・センターのしくみをお話するため、電話または来所により説明会の予約をお取
りください（約30分です）。⼊会⾦や登録料は必要ありません。」（市のHPより抜粋）
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援助を受けたい人を
「利用会員」
援助を行いたい人を
「援助会員」
というの
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※令和５年６⽉定例会

と　し　こ

たち登志子
子育てしやすいまち

海老名について
たち登志子の一般質問

２０２３年 夏号



〜プロフィール〜
 1973年1⽉17⽇⽣まれ。滋賀県に⽣まれ大阪府で育つ。海⽼名に移り住み２０年超。
 ⾼校⽣の時に南⽶チリに留学。シングルマザーとして⼀男⼀⼥を育てる。
 東海大学大学院⼯学研究科航空宇宙⼯学修了
 趣味：スキー・フィギュアスケート・鉄道・神社仏閣めぐり・古武術
 特技：スペイン語
 所属：海⽼名発⼥性の活動を応援する会（交流会やっています）
 近況報告：味噌づくり教室に参加。出来上がりを楽しみに待っています。

 ※第１土曜⽇ １７時半から茶話会を開催（時間変更）
  詳細はお問い合わせください（TEL）

連絡先 たち登志⼦ 国分南3-4-15-3 ℡：080-1161-1966 fax：046-219-4580

 

 

 

  【補正予算 ３億２０９４万３千円】 
主な事業 

〇市庁舎の蓄熱槽および全熱交換器の改修、整備  

〇新型コロナワクチンの個別接種の促進 

〇⾼齢者等のコミュニティバス運賃の軽減 

〇出産・⼦育て伴⾛型支援事業 

など 

               

令和５年第２回定例会

⼈権相談について、海⽼名市では⼈権擁護委員10名体制で⼈権相談に対応しています。�

⼥性の⼈権問題、嫌がらせやハラスメント、ストーカー、ネットでのつきまといなどに関し

ては⼥性の⼈権ホットライン（電話相談）もあります。 �

⼥性だけではなく男性も。⽣きづらさを抱える⽅。困難を抱える⽅。�

悩まれていたら「たち登志⼦」へ気軽にご連絡ください。⼀緒に解決の道を探しましょう！�

不合理・理不尽

総務常任委員会

HARASSMENT-FREE 
POLICY

 ６⽉７⽇に⾏われました総務常任委員会におきまして、たち登志⼦（無会派）は�

陳情第5－5号「自衛官募集の為の募集対象者情報を紙媒体で提供しないことを求める陳情書」につい

て、趣旨了承（案件の肯定）としました。�

 それまでは募集対象者の情報については、住⺠基本台帳法に基づき閲覧（利用者が名簿を持ち出さ

ずにその場で⾒ること）による情報収集だったものが、今年度から市が積極的に紙媒体で提供するこ

とになりました。それを受けての陳情書の取り扱いの中で、いくつかの他自治体の事例もある除外申

請（自衛隊への情報提供を希望されない⽅に関しては申請があれば除外する）があってもいいので

は、と市へ要望いたしました。�

 災害時には自衛隊なくして復興は成り⽴ちませんし、私たちの命や暮らしを守る大切な仕事です。

なり⼿不⾜であることも承知はしています。�

 しかしながら、自⾝の個⼈情報が「提供」されるという事に抵抗のある⽅の意思を尊重することも

大切だと考え、除外申請を求めます。�

�

 国際化事業についても⼀般質問を⾏いました。�
 AIを活用した多⾔語対応についてや、災害時における外国⼈⽀援についてなど。�

これからの国際化社会において、海⽼名市としてもスムーズな⾏政運営を⾏う上で�

翻訳ソフトの活用や、外国⼈向けの避難訓練や防災講和などの必要性を、提案を�

交えながら質問いたしました。�

　陳情書に関して

    自衛官募集のための募集
対象者提供に除外申請を！


